
授業での指導の工夫

第２学年 文字を用いた式

本単元でよく見られる生徒のつまずき

【本時の目標】文字を用いた式を具体的な場面で活用することができる。

実践事例２－１

授業づくりで大切にしたいこと

文字を使うことにはどんなよさがあったかな？さらに学ん
でみたいこと、疑問に思うこともまとめておこう!!
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800mの位置はど
うなるのかな？
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○ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた生徒の目的意識を高める問題
場面の文脈の設定

○ 生徒が数学的な見方・考え方(理想化・単純化、式の解釈、条件変更等)
を確かに働かせて学ぶことができる学習過程の設定

【生徒が自覚的に事象を数学化】
・グラウンドのどこにラインを引くのかという日
常の事象を数学で考えるために、レーンの長さ
や幅などの条件や表現を生徒が自覚的に考える
など、事象を理想化したり単純化したりする場
面を設定します。（図のA1の部分)

【結果を問題に即して解釈】
・一連の問題発見・解決の過程を振
り返り、計算結果「π」にどのよ
うな意味があるのかを考察する場
面を設定します。（図のD1の部分)

【条件を変えて考察】
・生徒の身近な話題への活用により、大きな達成感を得たり、興
味・関心を高めたりすることができるよう、求めた結果をオリン
ピック規格の数値と比べて検証するなど、条件を変えて考察する
場面を位置付けます。（図のD1の部分)

文字を用いた式を具体的な場面で活用することができない 教材で経験

経験が不十分

教科書などの教材の問題は解決できるが、日常の問題
解決のために必要な条件を考えたり（図のA1の部分)、
過程や結果を振り返って評価・改善したり（図のD1の
部分)する経験が少なく、数学的な見方・考え方を十分
に働かせることができない。

図

※本授業は、複数単位時間での実施を想定しています。


